
　

夏
本
番
と
な
り

バ
テ
気
味
の
組
合

員
も
少
な
く
な
い

の
で
は
な
い
か
。

毎
年
続
く
猛
暑
の

中
、
暑
苦
し
い
執

務
環
境
で
仕
事
を

強
い
ら
れ
る
の
は

ご
め
ん
だ
。
異
常

気
象
が
常
識
と
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
以
上
、
働
き
方
は
当
然

変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
▼
職

場
の
パ
ワ
ハ
ラ
が
後
を
絶
た
ず

深
刻
な
事
態
に
陥
っ
て
い
る
。

30
年
前
は
書
類
を
投
げ
ら
れ
て

返
さ
れ
る
こ
と
等
も
ざ
ら
に
あ

っ
た
。
し
か
し
、
民
主
的
な
職

場
で
は
こ
れ
は
通
用
し
な
い
。

職
場
の
様
々
な
働
き
方
の
課
題

に
向
き
合
い
、
改
善
を
求
め
、

職
場
の
民
主
化
を
進
め
る
の
は

労
働
組
合
の
重
要
な
役
割
。
そ

の
た
め
の
分
会
活
動
で
も
あ
る

▼
労
働
組
合
は
憲
法
が
保
障
す

る
労
働
基
本
権
を
行
使
す
る
た

め
に
保
障
さ
れ
て
い
る
組
織
だ

が
、
憲
法
で
は
、
国
民
に
保
障

す
る
自
由
及
び
権
利
は
国
民
の

不
断
の
努
力
に
よ
っ
て
、
こ
れ

を
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
さ
れ
て
い
る
。
職
場
の
民
主

化
は
絶
え
る
こ
と
の
な
い
労
働

運
動
が
基
本
と
な
る
▼
職
場
の

民
主
化
を
進
め
な
が
ら
、
社
会

の
民
主
化
も
重
要
な
課
題
だ
。

社
会
の
在
り
様
を
変
え
る
好
機

で
あ
る
。
働
く
人
の
課
題
を
解

決
で
き
る
の
は
働
く
人
の
考
え

に
基
づ
い
た
活
動
を
す
る
政
治

家
し
か
い
な
い
。
働
く
者
が
中

心
の
政
治
に
向
け
た
活
動
も
重

要
な
労
働
運
動
で
あ
る
。
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６
月
20
日
（
金
）
に
、
北
上

の
江
釣
子
球
場
で
自
治
労
ス

ポ
ー
ツ
大
会
（
野
球
部
門
）
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
県
職
労
か
ら

４
人
の
青
年
が
参
加
し
、
国
保

連
労
組
の
仲
間
と
合
同
で
チ
ー

ム
を
結
成
し
ま
し
た
。
県
職
労

が
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参
加
す
る

の
は
何
十
年
ぶ
り
と
の
こ
と

で
、
と
て
も
新
鮮
な
気
持
ち
で

交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
お
昼
頃
に
な
る
に

つ
れ
ど
ん
ど
ん
暑
さ
が
増
し
て

い
き
ま
し
た
。
１
回
戦
の
相
手

は
遠
野
市
職
労
で
、
天
気
と
同

様
に
熱
い
激
闘
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。
結
果
は
12
対
４
で

惜
し
く
も
敗
北
し
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
出
場
し
た
各
選
手
は
、

ヒ
ッ
ト
を
打
っ
た
り
、
投
げ
て

相
手
バ
ッ
タ
ー
を
抑
え
た
り
、

随
所
に
良
い
プ
レ
ー
が
出
た
締

ま
っ
た
試
合
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
何
十
年
ぶ
り
の
参
加
と
い

う
こ
と
で
、
４
人
の
参
加
と
な

　

県
職
労
で
は
、
県
行
政
の
推

進
と
県
民
サ
ー
ビ
ス
確
保
の
た

め
に
も
、
適
切
な
人
員
配
置
が

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
の
認
識
」

の
下
、
今
年
度
も
５
月
１
日
を

基
準
日
と
し
て
全
分
会
を
対
象

と
し
た
「
分
会
基
礎
調
査
」
を

実
施
し
た
。
７
月
８
日
ま
で
に

98
分
会
か
ら
の
回
答
を
集
約
し

た
。
本
調
査
に
基
づ
い
て
、
７

月
16
日
、
当
局
に
対
し
て
人
員

確
保
要
求
書
の
提
出
及
び
人
事

課
総
括
課
長
交
渉
を
実
施
す

る
。
（
交
渉
結
果
等
に
つ
い
て

は
、
７
月
30
日
号
に
掲
載
予
定
）

　

６
月
28
日
、
職
業
訓
練
職
員

協
議
会
第
49
回
定
期
総
会
が
岩

手
県
民
会
館
会
議
室
で
開
催
さ

れ
、
２
０
２
４
年
度
の
総
括
、

２
０
２
５
年
度
運
動
方
針
及
び

役
員
体
制
が
確
立
さ
れ
た
。
来

賓
と
し
て
北
崎
秀
典
県
職
労
書

記
次
長
が
挨
拶
を
し
た
。

　

齋
藤
職
訓
協
議
長
は
、「
職
業

訓
練
の
課
題
と
し
て
、
学
生
多

様
化
へ
の
対
応
等
が
あ
り
指
導

員
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
人
員

や
環
境
の
改
善
が
必
要
で
あ

る
。
今
年
度
は
３
名
の
新
職
員

が
採
用
さ
れ
、
そ
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
る
。
課
題
解
決
に
向
け

て
活
力
あ
る
一
年
と
し
た
い
」

と
挨
拶
。

　

各
会
員
か
ら
再
編
整
備
計
画

に
関
す
る
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、

執
行
部
は
、
現
場
の
声
を
自
治

研
活
動
を
通
じ
て
主
管
課
へ
届

け
る
方
針
を
示
し
、
訓
練
環
境

を
改
善
す
る
た
め
の
提
案
を
進

め
る
と
回
答
し
た
。
ま
た
、
慶

弔
支
援
充
実
の
一
環
と
し
て
、

誕
生
祝
い
金
の
新
設
及
び
結
婚

祝
い
金
の
増
額
が
行
わ
れ
た
。

　

総
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て

「
新
た
な
魅
力
あ
る
職
業
能
力

開
発
行
政
の
実
現
に
向
け
、
職

訓
協
全
会
員
の
力
を
結
集
し
よ

う
」
が
採
択
さ
れ
、
最
後
に
、

齋
藤
前
議
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ー
で
運
動
の
前
進
を
誓
い
合
っ

た
。

　

新
役
員
体
制
は
次
の
と
お
り
。

・
議
　
長　
　
　

継
枝　

正
行

　
　
　
　
　
（
産
技
短
矢
巾
校
）

・
副
議
長　
　
　

白
石　

昌
人

　
　
（
千
厩
高
等
技
術
専
門
校
）

・
副
議
長　
　
　

髙
橋　

正
明

　
　
　
　
　
（
産
技
短
矢
巾
校
）

・
事
務
局
長　
　

岩
崎　

有
喜

　
　
　
　
　
（
産
技
短
矢
巾
校
）

・
事
務
局
次
長　

内
田　

直
史

　
　
　
　
　
（
産
技
短
水
沢
校
）

・
事
務
局
次
長　

熊
谷　
　

剛

　
　
　
　
　
（
産
技
短
矢
巾
校
）

・
自
治
研
担
当　

佐
々
木
克
幸

　
　
（
二
戸
高
等
技
術
専
門
校
）

職
訓
協
全
会
員
の
力
を
結
集
し
よ
う

職
訓
協
第
49
回
定
期
総
会
開
催

人
員
充
足
の
状
況

　

事
務
系
職
員
41
人
、
専
門
職

員
72
人
（
土
木
30
人
、
普
及
13

人
、
研
究
９
人
、
保
健
福
祉
８

人
な
ど
）
、
会
計
年
度
任
用
職

員
15
人
、
計
１
２
８
人
が
不
足
。

主
な
人
員
不
足
理
由

・
年
度
途
中
退
職
と
定
数
不
足
。

・
業
務
量
と
人
数
が
見
合
っ
て

い
な
い
。

・
欠
員
な
し
だ
が
、
体
調
不
良

に
よ
り
休
み
が
ち
な
職
員
や
、

就
業
制
限
の
あ
る
職
員
が
多
く
、

フ
ォ
ロ
ー
の
た
め
他
の
職
員
に

負
担
が
か
か
っ
て
い
る
。

・
一
人
ひ
と
り
の
業
務
が
特
定

業
務
の
た
め
、
不
在
時
等
に
対

応
で
き
る
状
況
で
な
い
。

・
事
務
職
の
人
数
は
足
り
て
い

る
が
、
個
々
の
能
力
に
差
が
大

き
く
業
務
を
こ
な
せ
て
い
な
い
。

・
各
種
課
題
顕
在
化
、
制
度
・

運
用
の
複
雑
化
で
事
務
量
は
増

え
て
い
る
が
、
組
織
定
数
は
縮

小
傾
向
。

・
専
門
的
な
業
務
が
有
り
、
業

務
量
が
偏
る
た
め
事
務
職
を
増

や
し
て
欲
し
い
。

・
専
門
職
の
育
休
に
対
し
て
、

専
門
職
に
よ
る
補
充
が
無
い
た

め
、
実
質
人
員
不
足
。
育
休
を

取
得
す
る
職
員
が
い
る
こ
と
を

前
提
と
し
た
人
員
配
置
が
必
要
。

・
県
税
新
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行

に
と
も
な
い
、
不
具
合
へ
の
対

応
な
ど
こ
れ
ま
で
に
な
い
業
務

が
発
生
し
て
お
り
業
務
量
が
増

加
し
て
い
る
。

・
保
健
師
、
緊
急
時
対
応
で
き

る
職
員
が
少
な
い
。

・
小
規
模
町
村
へ
の
保
健
師
週
３

日
派
遣
に
よ
り
保
健
師
が
不
足
。

・
保
健
所
に
は
事
務
的
な
業
務

も
多
い
。
事
務
職
が
不
足
。

・
児
童
相
談
所
で
、
虐
待
の
緊

急
対
応
時
に
動
け
な
い
。

・
家
畜
の
病
気
等
の
対
応
で
土

日
出
勤
や
夜
間
対
応
も
発
生
。

日
常
で
も
業
務
量
が
多
く
、
振

替
対
応
も
難
し
い
。

・
現
業
職
は
天
候
や
家
畜
の
状

況
に
よ
り
計
画
的
な
作
業
が
で

き
ず
残
業
が
多
く
、
計
画
的
な

休
日
を
確
保
で
き
て
い
な
い
。

・
普
及
セ
ン
タ
ー
で
、
近
年
の

業
務
量
の
増
大
、
高
度
化
の
な

▲団結ガンバローで運動の前進を誓い合う

2025分会基礎調査中間集計（2025.7.8時点）

会計
年度

一
般
職

か
、
欠
員
が
発
生
し
て
い
る
。

・
盛
土
規
制
法
の
許
可
業
務
が

増
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人

員
は
増
に
な
っ
て
い
な
い
。

・
欠
員
に
加
え
、
林
野
火
災
対

応
も
あ
り
人
員
が
不
足
。

・
土
木
セ
ン
タ
ー
で
新
規
事

業
、
災
害
後
旧
等
、
業
務
量
が

増
加
し
て
お
り
用
地
、
技
術
と

も
人
員
不
足
。

・
施
設
の
老
朽
化
で
、
道
路
維

持
管
理
業
務
が
年
々
増
加
。

・
土
木
セ
ン
タ
ー
で
広
域
を
管

轄
し
、
移
動
時
間
や
許
認
可
申

請
件
数
等
が
多
い
た
め
、
土

木
・
用
地
職
と
事
務
補
助
を
増

や
し
て
ほ
し
い
。

・
土
木
セ
ン
タ
ー
で
庁
舎
・
公

舎
管
理
の
業
務
を
行
っ
て
い
る

が
、
そ
の
業
務
に
対
応
す
る
職

員
が
配
置
さ
れ
て
い
な
い
。

・
公
用
車
の
日
常
点
検
や
冬
場

の
安
全
な
現
場
移
動
の
た
め
、

運
転
業
務
の
職
員
が
必
要
。

・
事
務
補
助
が
１
名
減
と
な

り
、
事
務
補
助
業
務
に
支
障
を

き
た
し
て
い
る
。

・
賃
金
上
昇
で
会
計
年
度
職
員

の
予
算
確
保
が
難
し
く
職
員
の

負
担
が
増
加
。

主
な
超
過
勤
務
実
態

・
事
前
命
令
が
徹
底
さ
れ
て
い

る
が
、
か
え
っ
て
心
理
的
圧
力

に
な
っ
て
し
ま
う
。

・
職
員
の
超
過
勤
務
は
常
態
化
。

・
現
在
の
人
員
体
制
で
対
応
で

き
る
よ
う
業
務
量
を
見
直
し
て

お
り
、
今
後
の
業
務
の
遂
行
に

は
現
状
の
人
員
の
維
持
が
必
須
。

・
実
際
は
月
45
時
間
を
超
え
て

い
た
が
、
所
長
面
談
や
人
事
課

の
チ
ェ
ッ
ク
回
避
の
た
め
、
45

時
間
を
超
え
な
い
よ
う
調
整
し

て
い
た
。

・
年
度
後
半
頃
か
ら
予
算
制
約

が
生
じ
る
。
最
終
的
に
は
支
給

さ
れ
る
が
、
事
務
の
手
間
が
生

じ
て
い
る
。

▲県職労からの参加者

り
ま
し
た
が
、
今
後
は
、
単
独

で
も
出
場
が
で
き
る
よ
う
な
声

掛
け
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
他
の
交

流
等
も
積
極
的
に
参
加
し
、
県

職
労
運
動
を
広
げ
て
い
き
た
い

で
す
。

仲
間
と
一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
交
流
！

「
〜
打
っ
て
走
っ
て
投
げ
て
〜
」



　

県
職
労
釜
石
支
部
で
は
６
月

25
日
に
新
採
用
職
員
を
対
象
と

し
た
賃
金
学
習
会
を
実
施
し
、

釜
石
支
部
に
配
属
さ
れ
た
７
名

の
新
採
用
職
員
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

県
職
労
本
部
須
藤
中
央
執
行

委
員
を
講
師
に
迎
え
、①
自
分

た
ち
の
賃
金
が
ど
の
よ
う
に
し

て
決
ま
っ
て
い
る
の
か
、②
現

在
の
賃
金
の
仕
組
み
、③
期
末
・

勤
勉
手
当
の
概
要
に
つ
い
て
学

ん
だ
。

　

自
分
た
ち
の
賃
金
が
ど
の
よ

う
に
し
て
決
ま
っ
て
い
る
か
に

つ
い
て
は
、
民
間
企
業
と
公
務

職
場
で
誰
が
賃
金
を
決
め
て
い

る
の
か
や
賃
金
決
定
の
時
期
の

違
い
、
民
間
企
業
の
春
闘
の
結

果
が
私
た
ち
公
務
職
場
で
働
く

職
員
の
賃
金
に
も
影
響
が
あ
る

こ
と
を
学
ん
だ
。
ま
た
、
県
職

員
の
賃
金
決
定
ま
で
の
流
れ

（
民
間
企
業
の
給
与
実
態
調
査

〜
県
議
会
議
決
）
に
つ
い
て
も

知
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

現
在
の
賃
金
の
仕
組
み
に
つ

い
て
は
、
給
料
明
細
書
を
見
な

が
ら
諸
手
当
や
控
除
さ
れ
て
い

る
部
分
の
仕
組
み
な
ど
に
つ
い

て
学
ん
だ
。

　

期
末
・
勤
勉
手
当
の
概
要
に

つ
い
て
は
、
期
末
手
当
は
勤
務

し
て
い
れ
ば
誰
も
が
同
じ
支
給

率
で
計
算
さ
れ
、
勤
勉
手
当
は

勤
務
実
績
や
勤
務
成
績
に
応
じ

て
支
給
率
が
変
わ
る
も
で
で
あ

る
こ
と
を
学
ん
だ
。
ま
た
、
６

月
の
期
末
・
勤
勉
手
当
額
の
計

算
方
法
に
つ
い
て
も
説
明
を
受

け
た
。

　

学
習
会
の
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
超
過
勤
務
や
昇
給
・
昇
格
、

休
暇
制
度
な
ど
に
つ
い
て
も
学

び
た
い
と
回
答
が
あ
っ
た
。

　

７
月
４
日
、
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル

い
わ
て
に
お
い
て
、
オ
ー
バ
ー

エ
イ
ジ
連
絡
会
設
立
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

来
賓
に
野
中
靖
志
盛
岡
市
議

会
議
員
、
今
野
善
文
連
合
岩
手

▲オーバーエイジ連絡会設立のようす

副
事
務
局
長
、
小
澤
豊
和
副
中

央
執
行
委
員
長
の
３
名
を
迎
え
、

挨
拶
を
賜
り
ま
し
た
。

　

議
案
で
は
、「
再
任
用
職
員

は
年
金
と
の
接
続
ま
で
の
間
、

生
活
費
を
得
る
た
め
に
働
く
こ

と
を
求
め
ら

れ
、
職
場
で

は
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
活

か
し
な
が
ら

一
職
員
と
し

て
の
職
務
を

こ
な
し
て
い

る
に
も
関
わ

ら
ず
、
一
時

金
の
支
給
月

数
や
諸
手
当

の
一
部
に
不

十
分
な
面
が
あ
る
」
こ
と
、
及

び
「
60
歳
以
上
の
職
員
が
職
場

で
一
定
の
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る

中
、
同
世
代
が
集
ま
り
、
意
見

交
換
を
通
じ
て
職
場
課
題
を
共

有
し
、
組
織
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、
全
世
代
が
安
心
し
て
働

け
る
賃
金
・
労
働
条
件
確
保
に

寄
与
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
」
こ
と
を
提
起
し
た
ほ
か
、

規
約
の
制
定
に
つ
い
て
、
２
０

２
５
年
度
・
２
０
２
６
年
度
活

動
計
画
に
つ
い
て
、
役
員
の
選

任
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
提
起
し
、

出
席
者
全
員
の
承
認
に
よ
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
小
野
演
彦
議
長
の

ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
で
団
結
を
強

め
ま
し
た
。

　

な
お
、
オ
ー
バ
ー
エ
イ
ジ
連

絡
会
の
役
員
体
制
は
次
の
と
お

り
で
す
。

・
議
長　
　
　
　

小
野　

演
彦

　
（
盛
岡
支
部・総
務・審
査
指
導
）

・
副
議
長　
　
　

佐
々
木
知
正

　
（
花
巻
支
部
・
遠
野
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
）

・
事
務
局
長　
　

高
橋　

伸
明

　
（
県
庁
支
部
・
税
務
課
）

・
事
務
局
次
長　

不　
　
　

在

　

胆
江
支
部
で
は
６
月
18
日
に

水
沢
翠
明
荘
に
お
い
て
「
定
期

大
会
」
と
「
新
採
用
職
員
・
転

入
組
合
員
歓
迎
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

定
期
大
会
で
は
、
生
活
に
必

要
な
賃
上
げ
が
必
要
で
あ
る
こ

と
や
災
害
等
へ
の
対
応
な
ど
業

務
が
増
え
て
い
る
一
方
、
当
局

が
人
員
を
減
ら
そ
う
と
し
て
い

る
現
状
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
職

場
環
境
の
実
現
に
向
け
て
、

「
み
ん
な
で
討
論
、
み
ん
な
で

決
定
、
み
ん
な
で
行
動
」
す
る

運
動
を
進
め
る
運
動
方
針
を
確

立
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
仲
間
同
士
で

実
態
交
流
す
る
場
を
つ
く
る
こ

と
、
定
時
に
来
て
定
時
に
帰
り
、

年
次
休
暇
を
付
与
日
数
全
て
取

得
で
き
る
人
員
体
制
・
配
置
を

求
め
る
こ
と
、
総
合
案
内
員
の

任
用
継
続
を
求
め
る
た
た
か
い

を
は
じ
め
、
会
計
年
度
任
用
職

員
の
雇
用
を
守
る
取
組
な
ど
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

大
会
で
は
、
産
業
技
術
短
期

大
学
校
水
沢
校
分
会
の
飯
坂
代

議
員
か
ら
、
会
計
年
度
任
用
職

員
の
仲
間
の
雇
用
が
不
安
定
に

置
か
れ
て
い
る
問
題
や
職
場
の

人
員
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
会

計
年
度
任
用
職
員
が
一
般
職
員

と
し
て
任
用
さ
れ
る
し
く
み
が

つ
く
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
む
必

　

定
年
延
長
の
導
入
後
、
60
歳

以
降
は
給
与
が
直
近
の
額
の
７

割
に
落
ち
込
み
ま
す
。
役
職
定

年
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
、
管

理
職
と
し
て
働
い
て
い
た
職
員

は
管
理
職
手
当
も
な
く
な
る
こ

と
か
ら
、
更
な
る
給
与
の
落
ち

込
み
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

更
に
、
段
階
的
定
年
延
長
の

期
間
は
常
勤
職
員
と
暫
定
再
任

用
職
員
が
混
在
す
る
こ
と
、
暫

定
再
任
用
に
な
る
と
よ
り
一
層

60
歳
以
上
職
員
が
安
心
し
て
働
け
る

　
　
賃
金
・
労
働
条
件
確
保
に
向
け
、
力
を
結
集
し
よ
う
！

オ
ー
バ
ー
エ
イ
ジ
連
絡
会
設
立
総
会
開
催

会計年度任用職員の仲間も
　働き続けることができる社会へ
会計年度任用職員の仲間も
　働き続けることができる社会へ

要
性
に
つ
い
て
も
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。
胆
江
支
部
で
は
、
全

て
の
仲
間
が
安
心
し
て
働
き
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
め

ざ
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

胆江支部が定期大会を開催

▲団結ガンバローで運動方針を確立した

▲新採用組合員

給
与
が
落
ち
込
む
こ
と
か
ら
、

格
差
を
感
じ
る
こ
と
や
経
済
的

に
困
窮
す
る
状
況
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を

改
善
す
る
た
め
に
は
皆
さ
ま
の

ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
の
で
、

力
を
結
集
す
る
た
め
に
も
オ
ー

バ
ー
エ
イ
ジ
連
絡
会
へ
積
極
的

な
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▲ガンバロー三唱で団結を強めた

▲就任の挨拶をする小野演彦議長
　

県
職
労
一
関
支
部
は
６
月
18

日
、
気
仙
支
部
が
６
月
24
日
、

二
戸
支
部
が
７
月
８
日
に
今
年

度
の
支
部
役
員
選
挙
結
果
を
公

示
し
た
。
立
候
補
者
全
員
が
信

任
さ
れ
新
体
制
を
確
立
し
た
。

役
職
・
氏
名
は
次
の
と
お
り
。

【
一
関
支
部
】

支
部
長

佐
藤　

勝
志（
県
税
セ
ン
タ
ー
）

副
支
部
長

佐
藤　

英
明
（
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
）

村
松　
　

明
（
農
村
整
備
セ
ン
タ
ー
）

書
記
長

山
﨑　

善
栄
（
一
関
土
木
セ
ン
タ
ー
）

書
記
次
長

佐
藤　
　

拓
（
保
健
福
祉
環
境
セ
ン
タ
ー
）

執
行
委
員

宮
川　

裕
嗣
（
一
関
土
木
セ
ン
タ
ー
）

木
越　
　

聡
（
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
）

千
葉　

浩
司
（
千
厩
土
木
セ
ン
タ
ー
）

安
部　

健
一
（
農
村
整
備
セ
ン
タ
ー
）

大
友　

英
嗣
（
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

鈴
木　
　

努
（
児
童
相
談
所
）

小
野
寺
恒
子
（
総
務
セ
ン
タ
ー
・
審
査
指
導
監

）

会
計
監
事

氏
橋　

明
子
（
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
）

細
川　

史
絵
（
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

【
気
仙
支
部
】

支
部
長

高
橋　

達
也（
土
木
セ
ン
タ
ー
）

副
支
部
長

石
川　

輪
子
（
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

書
記
長

佐
藤　

徹
郎
（
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
）

書
記
次
長

大
槻　

康
幸
（
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
）

執
行
委
員

佐
々
木　

勝
（
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
）

今
野　

博
貴
（
保
健
福
祉
環
境
セ
ン
タ
ー
）

髙
間
舘
大
斗
（
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
）

千
田　

聡
実
（
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

晴
山　

博
文
（
土
木
セ
ン
タ
ー
）

薄
衣
真
一
朗
（
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
）

会
計
監
事

芳
賀　

裕
基
（
保
健
福
祉
環
境
セ
ン
タ
ー
）

伊
藤　
　

満
（
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
）

【
二
戸
支
部
】

支
部
長

髙
橋　

義
博（
土
木
セ
ン
タ
ー
）

副
支
部
長

齋
藤
ま
ど
か
（
保
健
福
祉
環
境
セ
ン
タ
ー
）

書
記
長

荒
木
田
弥
生
（
農
村
整
備
室
）

書
記
次
長

髙
森　

千
明
（
二
戸
高
等
技
術
専
門
校
）

執
行
委
員

小
岩　

俊
行
（
林
務
室
）

川
村
真
紀
子
（
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
）

小
野
寺　

理
（
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

伊
藤　

信
二
（
県
北
農
業
研
究
所
）

遠
藤　

純
子
（
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
）

藤
本　

美
明
（
土
木
セ
ン
タ
ー
）

会
計
監
事

髙
橋
め
ぐ
み
（
林
務
室
）

乾　
　

朋
樹
（
保
健
福
祉
環
境
セ
ン
タ
ー
）

一
関
・
気
仙
・
二
戸
支
部
が

25
体
制
確
立

佐藤一関支部長

高橋気仙支部長

髙橋二戸支部長釜石支部新採用職員賃金学習会の様子

賃
金
決
定
の
仕
組
み
を
学
ぶ

釜
石
支
部
学
習
会
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